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はじめに.

まず財政とは、国や地方公共団体が税金などのお金を集めて管理し、公共施設やサー
ビスのために必要なお金を支払っていく活動のこと。

歳入 1年間の町の収入

歳出 1年間の町の支出



目次

箱根町の歳入の特徴

箱根町の歳出の特徴

衛生費

消防費

教育費

まとめ



まずは、箱根町の歳入（1年間の収入）について



歳入面の特徴～歳入構成～

● 箱根町の歳入：地方税の割合が高い（理由は後述）

箱根町：62.7% 近隣団体 33.3%

図1－1 箱根町の歳入構成比 図1ー２ 近隣団体の歳入構成比



歳入面の特徴～近隣団体との比較～

● 地方税は町民税、固定資産税、入湯税

などで構成される。(図1-3)

● 箱根町の税収を支えているのは、主に

固定資産税 理由は…

⇒結果として、箱根町は近隣団体に比べ

歳入規模が大きい(図1-4)

図1－4箱根町と近隣団体の歳入の内訳、人口一人当たりの歳入規模

図1－3箱根町・近隣団体における地方税の内訳、人口一人当たりの歳入規模



歳入面の特徴～類似団体との比較～

人口一人あたりの固定資産税は、箱根364千円、近隣団体82千円、類似団体

186千円。 固定資産税収が大きい＝観光が盛んな町特有の構造と言える。

図1－5 箱根町と類似団体の地方税内訳、人口一人当たりの歳入規模



箱根町の歳入規模が、近隣団体・類似団体のどちらよりも大きい事が分かった。

では、なぜ財政危機になっているか。

次からは、箱根町の大きな歳入で賄うことができない、歳出について見ていく。



以下では、目的別歳出額を見ていく。

目的別歳出とは、「教育費」や「消防費」など、税金が何に使われているかを示すもので

ある。



箱根町の目的別歳出額の比較

箱根町と近隣団体、類似団体による、人口一人当たり目的別歳出額の

比較を行うと、箱根町だけが別の傾向を示す。
図1-6 箱根町、近隣団体、類似団体の

一人当たり目的別歳出額



それは、箱根町だけが教育費、消防費、衛生費、公債費が土木費よりも大きいという点

である。

図1-6 箱根町、近隣団体、類似団体の
一人当たり目的別歳出額



そこで以下では、箱根町の特徴的な歳出構造に注目し、

とくに衛生費、消防費、教育費に焦点を絞って分析を進めていくこととする。



衛生費



衛生費概要

・衛生費とは、保健所やごみ処理、公害対策を含む歳出項目である。

・箱根町では近年、重点施策として健康づくり推進事業、ごみ処理広域化推進事

業に加え、スマートエネルギー導入促進事業にも力を入れている。



衛生費概要 ①近隣団体との比較

・箱根町は近隣団体に比べ町民一人が負担

する衛生費が高い。

図2－1 箱根町及び近隣団体の一人当たり衛生費



衛生費概要 ①近隣団体との比較

・箱根町は衛生費の中で清掃費が突出して高くなっている。

表2－1 箱根町及び近隣団体の一人当たり衛生費の内訳



衛生費概要 ② 類似団体との比較

・箱い町は類似団体と比べても一人当たり

の衛生費が最も高い。

・近隣団体に比べ類似団体は高い水準で

あり、湯沢町と軽井沢町は箱根町に匹敵

する数値となっている。

→衛生費は産業構造に影響されると考え

られる。

図2－2 箱根町及び類似団体の一人当たり衛生費



箱根町の衛生費が高い理由

1.観光による要因

2.観光以外の要因



箱根町の衛生費が高い理由

1.観光による要因

観光客数の増加とともにごみ搬入量も

増加している。

相関係数は0.948



箱根町の衛生費が高い理由

1.観光による要因

生活系ごみ…家庭で出る生活に伴うごみ

事業系ごみ…会社や店舗、公共施設などで出るご

み

グラフを見ると箱根町は、事業系ごみの住

民一人当たり排出量が他団体と比べて突出

して大きくなっていることがわかる

→家庭以外、主に観光客が排出するご

みの量が多いと考えられる



箱根町の衛生費が高い理由

2．観光以外の要因

一人当たりの保健衛生費が高いのは箱根町だが、

保健衛生総務費、予防費は他団体と比べても平均

的。

総合保険保健福祉センター費が大きな割合を占め

ている。



消防費



緊急搬送の状況①

箱根町の住民一人当たりの消防費負担額が、近隣自治体と比

べて突出して高い



緊急搬送の状況②

箱根町は全国と比べて管内居住者を搬送している割合が低く、観光

客に代表される管外居住者の搬送の方が多い

図3-1 箱根町の救急搬送者割合
図3－2 全国の救急搬送者割



緊急車両一台あたりの出動件数

● 救急出動件数は多いものの、救急車両台数が多いため一台あたり出動件数の値は小さい
● 消防車の他の自治体と比べると配備されている消防車の数がやや多い

箱根町は面積が広く5つの地区に分かれているため、満遍なく消防隊や救急隊を配備しておく必要がある

図3－５ 救急車一台あたり出動件数

図3－６ 消防車一台あたり出動件数



教育費



教育費概要

他団体ではあまり見かけられない

・給食・スクールバスにかかる費用

・箱根関所にかかる費用



他自治体との歳出額の比較

近隣・類似どちらと比較して
も歳出が大きい

近隣団体

類似団体



小学校費

小学校費内訳比較

他の２町と比較すると、管理費が突出して高くなっていることがわかる。



小学校費

小学校管理費内訳比較

管理費が高額になっている２大要因

①委託料
・スクールバス運行委託料
(車両更新費用を含む)
・警備委託料 etc.

②使用料及び賃借料
・湯本小学校用地賃借料



公民館費

箱根町・山北町・湯河原町の人口一人当たり公民館（に準ずる施設）費

湯河原町の地域福祉会館＋センター費
➡2023年に大規模な整備事業を2件実施しているため高額

箱根町の公民館費
➡同様に整備事業を実施しているため、2年連続で高額



公民館費

箱根町の公民館費・うち公民館整備事業費

整備事業費を除いた公民館費は6,000万円前後
➡人口一人当たりの支出水準は、山北町と近い

なぜ整備事業費は高額に？



公民館費

施設の老朽化

社会教育センター
・温泉施設併設

（昭和63年開館)

仙石原公民館
・720名収容可能
大ホール

（昭和57年開館）

老朽化した大型施設の整備事業費が社会教育費高額化の原因の一つに？

施設を残していくために、施設の規模を検討する余地があるのではない
か



文化財保護費

・箱根町は文化財数が多い ・委託料→箱根旧街道保護対策事業 ・工事等請負費→史跡等整備事業

・負担金補助及び交付金→文化財保存管理事業への補助金 ・役務費→史跡等整備事業

文化財件数

文化財保護費



箱根関所費

・歳出規模が大きい

・観覧料でほとんど

賄えている

決算から見た箱根関所費

予算から見た箱根関所費

歳出規模を大きくする
要因ではあるものの
一般財源は圧迫しない



まとめ
本論では、衛生費、消防費、教育費とに分けて分析した。分析の結果、箱根町の支出

は観光客の多さによる費用と地理的要因による費用の二つに大別された。観光客の多

さによって引き起こされる費用は、ごみ処理や消防・救急などが挙げられる。一方、箱根

町の地理的な要因によって支出が高くなるものは、消防の人員や設備配置、学校の配

置に伴う費用が挙げられる。

しかし、これまで観光に伴う費用が焦点とされてきたが、分析の結果からは、その他にも

箱根町に特徴的な支出要因がある。これらの費用のあり方や政策のあり方について、

住民とともに議論していく必要がある。
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